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ポクのわたしのお増さん1950年⑥ShoJIUedaOfflCe

SH済夏閤監迅盈

監鼠野馳⑳敏昭野鼠野馳畳隠俊敏関⑳畳

20且0年且且用2日(東)-且2周5日(冒)月曜日休館
●開館時間-火-土曜日｡祝日(9:30-19:00)/日曜日(9:30-17:00)/入室はいずれも閉館30分前まで

●入場料:一般700円(560円)大学生500円(400円)

※ ( )内は前売りおよび団体20名様以上の料金

※65歳以上の方(長寿手帳等が必要) ･身体障害者手帳･療育手帳または精神障害者保健福祉手帳所持者は入場無料

●主催:高松市美術館

●協力:鳥取県伯普町立植田正治写真美術館/植田正治事務所/香川Komachi/高松丸亀町商店街握興組合/

sottoprodotio

°後援:朝日新聞高松総局/NHK高枕放送局/OHK岡山放送/産経新聞社高松支局/山陽新聞社/RSK山陽放送

四国新聞社/KSB瀬戸内海放送/TSCテレビせとうち/RNC西日本放送/毎日新聞高松支局/読売新聞高松総局

●協賛:株式会社ニコン/株式会社ニコンイメージンクジャパン/富士フイルム株式会社/文化堂印刷株式会社

●企画制作:クレヴィス

Takamatsu City Museum of Art

高配市菓術語
〒760-0027香川県高松市紺屋町10-4

TEL:0871823-171 1 FAX:087-851-7250



撞き三宅享享≡
写真⑳ -,･-I--:=喜7- _ :--:

-　-

_　.　　　､､

砂丘を舞台に数多くの傑作写真を生み出し､日本のみならず世界の写真史上に独自

の足跡を残した植田正治(1913-2000) o終生､生まれ故郷の山陰にとどまり､ ｢写真

する｣歓びを追求したそのモダニズムあふれる作品は､海外でも"Ueda-cho (植田調) "

と称され､最も人気の高い日本人写真家の-人となっています｡

時間も空間も超越した魅力にあふれた植田作品は､今もなおその人気を高めています｡

とくに､1980年代から取り組んだファッション写真(シリ-ズ｢砂丘モ-ド｣ ) ､その後の福

山雅治のCDジャケット撮影からはじまったコラボレ-ションなどは､世代を超えたファン層

のすそ野を一気に広げることになりました｡

2010年は植田正治の没後10年にあかはす｡初めての国内巡回展となる本展は､植

田正治の代名詞ともいえる砂丘を舞台にした作品はもとより､再評価の契機となったファ

ッション写真まで､初期から晩年に至る代表作約200点により､今なお新鮮な魅力を放ち

続ける植田正治の世界に迫ります｡没後発見された未発表のネガによる作品も今回初

公開されます｡

言三,_.Ltミニ
浜の少年1931年　　　　　　　少女四態1939年

ジャンプするボク1949年頃 土門拳と石津良介1949年

シリ-ズ｢童暦｣より1955-70年　シリーズ｢砂丘モ-ド｣より1983年
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